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２
０
１
３
年
度
「
秋
期
日

本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ

ム
お
よ
び
日
本
理
解
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｂ
Ｃ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
」
が
９
月
２０
日
か
ら
始

ま
っ
た
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス

と
歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
Ｂ
Ｃ

Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

国
際
交
流
協
定
校
（
米
・
ネ

ブ
ラ
ス
カ
大
学
、
同
・
オ
レ

ゴ
ン
大
学
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

・
ダ
ブ
リ
ン
大
学
、
メ
キ
シ

コ
・
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ

大
学
、
台
湾
・
中
山
大
学
）

か
ら
の
１２
人
と
一
般
学
生
、

特
別
聴
講
生
の
６
人
の
計
１８

人
が
参
加
。
１２
月
１４
日
ま
で

の
１２
週
間
、
日
本
語
学
習
の

ほ
か
、
日
本
銀
行
な
ど
の
企

業
見
学
や
、
日
本
人
学
生
と

の
箱
根
ツ
ア
ー
に
も
参
加
す

る
。イ

ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大

学
か
ら
参
加
の
マ
リ
ア
ナ
・

コ
ン
テ
レ
ラ
ス
さ
ん
∥
写
真


∥
は
「
日
本
は
８
歳
の
時

に
母
と
旅
行
で
来
て
以
来
で

す
。
メ
キ
シ
コ
で
日
本
語
を

勉
強
し
て
き
ま
し
た
が
『
ま

だ
ま
だ
』
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
上
達
し
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
た
。

ま
た
「
ア
ニ
メ
や
ま
ん
が

な
ど
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
は
と
て
も
面
白
い
。
秋
葉

原
や
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を

ぜ
ひ
訪
ね
た
い
」。
趣
味
は
、

写
真
撮
影
で
、
将
来
は
�
カ

メ
ラ
ウ
ー
マ
ン
�
に
な
り
た

い
そ
う
だ
。

「
日
本
で
仕
事
を
す
る
の

は
僕
の
夢
。
そ
れ
が
か
な
い

ま
し
た
。
し
か
も
大
好
き
な

専
修
大
学
で
働
く
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
う
れ
し
い
」

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
交

流
事
務
課
で
、
５
月
か
ら
英

語
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
働
く
ベ
ン
・
ノ
ー
ト
ン
さ

ん
は
笑
顔
で
話
す
。

本
年
度
のL

a
n
g
u
a
g
e

S
k
i
l
l
s

P
r
o
g
r
a
m

「T
u

t
o
r
i
a
l

E
n
g
l
i
s
h

」
の

中
・
上
級
を
担
当
す
る
ほ
か

英
語
圏
か
ら
の
留
学
生
の
生

活
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い

る
。
明
る
く
人
な
つ
っ
こ
い

人
柄
で
周
囲
に
溶
け
込
み

「
ベ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
親
し

ま
れ
て
い
る
。

ベ
ン
さ
ん
は
、
米
ネ
ブ
ラ

ス
カ
州
リ
ン
カ
ー
ン
生
ま

れ
。
祖
父
母
の
周
り
に
日
本

人
が
い
た
こ
と
か
ら
日
本
に

興
味
を
持
ち
、
中
学
生
の
時

か
ら
日
本
人
の
家
庭
教
師
に

つ
い
て
日
本
語
を
勉
強
し
て

き
た
。

ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
で
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と

日
本
語
を
専
攻
、
１１
年
秋
、

本
学
の
「
日
本
理
解
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｂ
Ｃ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
」
受
講
時
は
、
上
級
の

Ｊ
４
ク
ラ
ス
で
日
本
語
学
習

に
励
ん
だ
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
専
門
に
学
び
、
授
業
中

に
上
田
和
勇
商
学
部
教
授
が

詠
ん
だ
俳
句
を
即
座
に
英
訳

し
、
上
田
教
授
を
感
激
さ
せ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。「

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
」

今
年
５
月
、
大
学
を
卒

業
。
本
学
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

再
来
日
を
果
た
し
た
。

「T
u
t
o
r
i
a
l

～
」
で
は

ネ
ー
テ
ィ
ブ
が
発
す
る
自
然

な
英
語
を
５２
人
に
教
え
て
い

る
。
言
語
の
上
達
に
は
「
頭

で
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
口

で
慣
れ
る
こ
と
が
大
事
。
話

す
相
手
が
い
な
く
て
も
、
話

し
続
け
る
こ
と
」
が
持
論
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
で
見
か
け

た
ら
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
」

地
元
の
町
工
場
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
「
高
津
も
の

づ
く
り
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
等
々

力
」
が
９
月
２１
日
、
川
崎
市

の
等
々
力
緑
地
で
開
か
れ
、

経
済
学
部
・
遠
山
ゼ
ミ
（
遠

山
浩
准
教
授
）
の
２
～
４
年

次
生
２７
人
が
運
営
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
奮
闘
し
た
。

同
フ
ェ
ア
は
遠
山
准
教
授

が
会
長
を
務
め
る
「
高
津
も

の
ま
ち
づ
く
り
会
」
（
下
野

毛
工
業
協
同
組
合
、
川
崎
北

工
業
会
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー

レ
、
遠
山
ゼ
ミ
で
構
成
）
と

同
市
高
津
区
の
コ
ラ
ボ
事

業
。サ

ッ
カ
ー
Ｊ
１
公
式
戦
の

開
始
前
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

区
内
の
久
地
、
宇
奈
根
、
下

野
毛
地
区
で
操
業
す
る
町
工

場
が
自
社
の
製
品
や
技
術
を

生
か
し
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

展
開
し
た
。

中
に
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
が

仕
込
ま
れ
た
ア
ル
ミ
の
小
箱

の
解
体
や
、
磁
気
や
音
波
な

ど
で
作
動
す
る
７
種
類
の
ス

イ
ッ
チ
な
ど
、
遊
び
な
が
ら

も
の
づ
く
り
に
ふ
れ
る
仕
掛

け
に
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津

々
。
ゼ
ミ
長
の
岸
将
希
さ
ん

（
４
年
次
）
ら
は
案
内
や
説

明
に
追
わ
れ
た
。

ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
郷
古
涼
太
さ
ん

（
３
年
次
）
が
「
新
幹
線
の

先
頭
車
両
の
�
鼻
�
部
分
は

手
作
り
か
機
械
製
か
」
な

ど
、
地
元
の
町
工
場
に
ち
な

ん
だ
問
題
で
会
場
を
沸
か
せ

た
。
「
小
学
生
を
ひ
き
つ
け

る
問
題
作
り
が
難
し
く
、
ゼ

ミ
の
み
ん
な
で
何
度
も
練
り

直
し
ま
し
た
」
（
郷
古
さ

ん
）
。
苦
心
し
て
用
意
し
た

５０
問
か
ら
１０
問
を
厳
選
。「
金

属
ヘ
ラ
絞
り
」
や
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
で
使
わ
れ
て
い
る

部
品
な
ど
最
先
端
の
技
術
が

紹
介
さ
れ
た
。

３
地
区
は
住
宅
地
に
町
工

場
が
点
在
す
る
「
準
工
業
地

域
」
。
移
転
し
た
工
場
跡
地

の
宅
地
化
が
進
み
、
一
部
で

騒
音
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

る
。遠

山
ゼ
ミ
で
は
地
域
の
事

業
者
と
住
民
の
共
存
を
テ
ー

マ
に
、
学
生
が
町
工
場
の
宣

伝
役
と
な
っ
て
住
民
と
の
交

流
を
サ
ポ
ー
ト
。
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
準
備
し
た
㈱
和
興
計

測
の
五
十
嵐
崇
社
長
は
「
学

生
さ
ん
だ
と
親
し
み
や
す

く
、
集
客
効
果
は
上
々
」
と

話
し
て
い
た
。

三
日
に
い
っ
ぺ
ん
、
朝
の
神
保
町
に
か
ぐ
わ
し

い
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
流
れ
る
。
香
り
の
出
ど
こ

ろ
は
、
一
見
す
る
と
倉
庫
風
の
店
構
え
。
引
き
戸

を
開
け
放
て
ば
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
る
ほ
ど
間
口

は
広
く
、
奥
の
焙
煎
機
が
唸
り
を
あ
げ
て
い
る
。

「
は
ぜ
る
音
で
す
ね
。
豆
の
色
も
見
ま
す
が
、

頃
合
い
は
は
ぜ
る
音
を
聞
け
ば
わ
か
り
ま
す
」

焙
煎
中
の
釜
の
小
窓
を
の
ぞ
い
て
い
た
店
主
の

倉
木
純
一
さ
ん
が
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
と
、
褐
色
に

染
ま
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
湯
気
を
立
て
て
手
前
の

大
椀
に
ド
ー
ッ
と
落
下
。
７
～
８
分
お
椀
を
回
転

さ
せ
て
か
く
は
ん
し
、
粗
熱
を
取
る
。
ふ
く
い
く

た
る
香
り
が
立
ち
の
ぼ
る
の
は
こ
の
時
だ
。

こ
の
店
の
コ
ー
ヒ
ー
は
「
浅
煎
り
」
を
売
り
に

す
る
。
苦
み
を
効
か
せ
た
大
手
チ
ェ
ー
ン
の
深
煎

り
コ
ー
ヒ
ー
が
台
頭
す
る
中
、
浅
煎
り
は
「
酸
味

が
強
い
」
と
さ
れ
る
が
決
し
て
酸
っ
ぱ
い
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
甘
み
、
苦
み
、
酸
味
と
コ
ク
、

香
り
が
一
体
と
な
っ
た
重
層
的
な
味
わ
い
で
、
純

一
さ
ん
は
「
昔
の
喫
茶
店
の
コ
ー
ヒ
ー
」
と
さ
ら

り
と
言
う
が
、
確
か
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た

正
統
派
喫
茶
店
の
懐
か
し
い
味
が
す
る
。

創
業
し
て
約
６０
年
。
神
保
町
に
多
く
の
出
版
社

や
製
本
所
、
映
画
館
が
集
ま
り
活
気
が
あ
っ
た
１

９
５
５
年
頃
、
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
祖
父
が
店

を
開
い
た
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
輸
入
商
社
に
勤
め
て

い
た
純
一
さ
ん
が
、
父
の
重
雄
さ
ん
と
共
に
店
を

仕
切
る
よ
う
に
な
っ
て
１０
年
ほ
ど
。
深
煎
り
を
増

や
し
た
り
、
釣
り
や
山
登
り
に
便
利
な
個
包
装
の

ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
を
開
発
し
た
り
と
独
自
の
取

り
組
み
も
始
め
て
い
る
。

販
売
し
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
１８
種
類
（
１
０

０
㌘
３
４
０
～
５
２
０
円
＋
税
。
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
は
不
作
の
た
め
年
内
入
荷
な
し
∥
同
７
２
０

円
）
。
看
板
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
ブ
レ
ン
ド
」
は
ブ
ラ

ジ
ル
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
ベ
ー
ス
に
マ
ン
デ
リ
ン
で

コ
ク
を
、
独
特
の
ク
セ
の
あ
る
モ
カ
マ
タ
リ
で
深

み
を
増
し
て
あ
り
、
店
一
番
の
お
薦
め
だ
。

長
い
歴
史
の
中
に
は
、
密
封
袋
持
参
で
ス
ト
レ

ー
ト
を
数
種
類
買
い
、
自
分
で
ブ
レ
ン
ド
を
楽
し

ん
で
い
た
専
大
生
の
常
連
客
も
。
卒
業
や
退
職
後

も
電
話
や
メ
ー
ル
で
注
文
す
る
客
が
多
い
。
「
好

き
な
豆
を
浅
煎
り
と
深
煎
り
で
飲
み
分
け
る
と
面

白
い
で
す
よ
。
う
ち
と
し
て
は
で
き
れ
ば
全
部
飲

み
比
べ
て
ほ
し
い
で
す
け
ど
ね
」

近
隣
の
喫
茶
店
に
卸
し
て
い
る
手
前
、
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
る
の
は
難
し
い
が
、
テ
ー
ク
ア
ウ

ト
販
売
な
ら
と
純
一
さ
ん
は
構
想
中
だ
。

手
軽
な
個
包
装
の
パ
ッ
ク
（
ロ
イ
ヤ
ル
ブ
レ
ン

ド
）
は
１
個
６０
円
か
ら
。
毎
年
４
月
と
１１
月
の
年

２
回
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
３
割
引
セ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
、
次
回
は
１１
月
２５
・
２６
日
を
予
定
し
て
い

る
（
い
ず
れ
も
最
終
月
・
火
曜
日
の
２
日
間
∥
最

終
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
最
終
火
・
水
曜
日
）。

※
「
倉
木
コ
ー
ヒ
ー
商
店
」
∥
東
京
都
千
代
田

区
神
田
神
保
町
２
｜
２８
｜
１
☎
０３
・
３
２
６
３
・

０
６
５
６

営
業
時
間
９
時
～
１８
時

定
休
日
・

土
、
日
曜
日
、
祝
日

日
本
語
や
ビ
ジ
ネ
ス
、文
化
、歴
史
学
ぶ

～遠山ゼミ２７人が奮闘～

▲ クイズコーナーでは小学生の元気な声が飛び交った

��３２

高津ものづくりフェア in 等々力

秋
期
日
本
語
・
日
本
事
情

Ｂ
Ｃ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム

１８
人
が
参
加

▲ 〝硬派〟な店構えが歴史をうかがわせる

コーヒー豆卸し・小売り
「倉木コーヒー商店」

▲ ウエルカムパー

ティーで自己紹

介する留学生

浅煎りでこだわり続ける味と香り

夢夢ををかかななええたた

国際交流事務課で「Tutorial English」を担当

米
国
の
ベ
ン
・
ノ
ー
ト
ン
さ
ん

▲ 焙煎中の倉木純一さん。焙煎機はピカピカだ

▶

少
人
数
ク
ラ
ス
で
教
え
る
ベ
ン
さ
ん
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